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１．初めに 
	
 近年，地域活性化事業の一環として，ご当地

検定が普及し，全国で１６０以上もの検定が存

在している．しかし，ご当地検定では検定用の

問題の不足，作問委員会の問題作成が負担とい

う問題を抱えている[1]．我が研究室ではこれら

の問題を解決するために，地域に関する問題を

一般ユーザから収集するユーザ参加型ご当地検

定用問題収集システムを開発している．本シス

テムでは，ユーザから投稿された多様な問題の

中から作問委員会が所望するご当地検定用問題

の検索・選択・作成の支援をねらいとしている．

収集した問題は作問委員会が問題作成の案にし

たり，実際に検定に出題したりすることを考慮

している．しかし，本システムでは収集された

問題の検索が困難になることが予想される．こ

れは多数の問題が蓄積されること，一般ユーザ

それぞれが独自の観点で問題を作成しているこ

と，作問委員が少数であることが原因である．

そこで，本研究では作問委員会が意図した問題

の検索機能の提案を行う．	
 

	
 

２．検索機能の明確化 
	
 検索機能の要望を調査するために問題検索者

であるもりけん作問委員会２名，盛岡商工会議

所１名にヒアリング調査を行った．その結果，

問題解答時に感じる「面白い」，「役立つ」と

いう情報，問われている知識，過去問題の出題

年度・級・作成者の情報からの４つの観点から

検索を行いたいという要望が得られた．次に，

要望を元に問題を検索する際に必要な付与する

べき情報を明確化した．問われている知識，過

去問題の出題年度・級・作成者の情報は既にシ

ステム上から検索することが可能なので，問題

解答時に感じる「面白い」，「役立つ」の２つ

の情報を検索する方法を検討していく．本研究

では，「面白い」，「役立つ」の情報を一般ユ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

ーザに問題解答時に７段階（例：とても面白い，

普通，あまり面白くない，面白くない，全く面

白くない）で評価してもらい，その情報から問

題を検索する．しかし，一般ユーザからメタ情

報を付与してもらう際に，「面白い」・「役立

つ」情報を付与する際にユーザ毎に感じ方が異

なり，評価にゆれが発生する	
 [3]，すべてのユ

ーザがすべての問題にメタ情報を付与すること

は難しい問題がある．これらの点からシステム

側でユーザの感じ方を推定する必要がある．今

回はユーザの感じ方を調査するための実験を行

った．この結果を元に検証し，ユーザの感じ方

にゆれがあるか分析を行った．	
 	
 

	
 	
 

３．実験準備 
	
 実験を行う前に，ユーザの感じ方のゆれにつ

いて仮説を立てた．次に，仮説を元に実験方法

を検討した．本説では，仮説と実験方法につい

て示す．	
 

３．１．仮説 
	
 どのようにユーザ毎に感じ方にゆれが発生す

るのかについて以下の６つの仮説を立てた．	
 

 身近な事柄が含まれる問題は「面白い」，「役
立つ」と感じる度合いが高い	
 

 自身の興味のある事柄が含まれる問題は「面白
い」，「役立つ」と感じる度合いが高い	
 

 自身の知識レベルが高い人は「面白い」，「役
立つ」と感じる度合いが低い	
 

 問題に正解した人と不正解した人は「面白い」、
「役立つ」の感じる度合いが異なる	
 

この４つの仮説を元に実験を行った．	
 

３．２．実験方法 
	
 岩手県立大学、創価大学の学生２８名と大学

職員４名の計３２名の方に実験に協力してもら

った．実験被験者にはプロフィール情報（出身

地，在住地，年齢，性別）とアンケート（自身

が行ったことがある場所・知っている単語・人

物，興味を持っている事柄，東北新幹線を利用

したことがあるか）に回答しもらった．次にも
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りけんの過去問題１８問を解答し，「面白

い」・「役立つ」と感じたかを評価してもらっ

た．	
 ユーザ毎に感じ方に差異があるかを検証し，

個々の仮説を検証していく．	
 

	
 

４．採点結果傾向 
	
 まず，すべての採点者，すべての問題の「面

白さ」の平均値は 4.70，中央値は 5 で「役立

つ」の平均値は 4.91，中央値は 5 であった．次

に，３２名の評価値を比較し，ユーザ間で実際

に評価にゆれが発生するかを分散分析とピアソ

ンの相関分析の２つを用い検証を行った．まず，

分散分析を行いユーザ間の評価値のゆれを検証

する．分散分析は p（有意確率）<0.5 のとき，

平均値に有意な主効果があると言える．「面白

い」・「役立つ」の評価値を分析した結果,	
 共

に p（有意確率）<0.5 となり有意な主意効果が

得られた．この結果から採点者によって，問題

を解いた際の感じ方は異なる．	
 

	
 次に「面白い」・「役立つ」の評価値の採点

者間の相関関係をピアソンの相関係数を用い計

算した．相関係数は-1 から 1 までの値をとり，1

に近いほど２つのデータ間に正の相関関係があ

り，-1 に近いほど負の相関関係があり，0 に近

いほど相関関係がないことを示す．任意のユー

ザ間の「面白い」の相関係数の平均は 0.06 であ

り，相関関係がほぼないと言える．また，任意

の被験者の「役立つ」でも同様に相関係数の平

均は 0.03 であり，相関関係がほぼない．以上の

２つの結果から，ユーザ間で評価にゆれが発生

するとわかった．	
 	
 

	
 

５．実験結果 
	
 先にあげた仮説の検証を，T 検定を用い２つの

グループ間の評価値の平均を比較し，平均値の

違いが偶発的なものかを検証した．結果，問題

によっては関係が得られた．身近な事柄が含ま

れる問題は「面白い」・「役立つ」と感じる度

合いが高いかの仮説では，岩手在住の被験者２

８名とそれでない被験者４名の評価値をグルー

プとして T 検定を行い，グループ間の評価値を

比較した．その結果，「面白い」では１８問中

４問，「役立つ」では１８問中６問で平均値に

よって有意な差が得られた．	
 

	
 自身の知識レベル（成績）が高い人は面白

い」，「役立つ」と感じる度合いが低いかどう

かを検証する．事前アンケート調査の結果を元

に知識レベルを判定し，グループ分けを行った．

結果，「面白い」では８問中２問，「役立つ」

では８問中１問で感じ方に有意な差が得られた．	
 	
 

	
 自身の興味のある事柄が含まれている問題は

「面白い」・「役立つ」と感じる度合いが高い

かどうかを検証する．事前アンケートで被験者

の興味を把握し，ある事柄について興味を持っ

ているグループと持っていないグループにわけ

て比較を行った．３問で検証を行ったが，「面

白い」、「役立つ」共に有意な差は得られなか

った．	
 

	
 問題に正解した人と不正解した人は「面白

い」、「役立つ」の感じる度合いが異なるかど

うかを検証する．問題履歴から１８問すべてに

おいて，正解者と不正解者にグループ分けを行

い，平均値の比較を行った．その結果，「面白

い」では１８問中で１問，「役立つ」では１８

問中３問で有意な差が得られた．	
 

	
 

６．考察 
	
 実験結果を分析し，以下の様な結果が得られ

た．	
 T 検定で有意差が得られた問題の全体の特

徴は，場所・有名な事柄に関する知識が含まれ

る問題が多い，実際に行ったことがないと正解

することができない問題が多かった．「面白

い」で有意差が得られた問題は意外性を持った

知識がある問題が多い，行動につながる知識が

含まれる問題が多かった．「役立つ」で有意差

が得られた問題は自分の生活に関わる身近な知

識が含まれる問題が多い．	
 

	
 この結果を踏まえて今後は，実際に行ったこ

とがある問題，場所・有名に関する事柄が含ま

れる問題，行動につながる知識が含まれる問題

をシステム側で自動判別し，これらの知識をも

つ問題に関しては，ユーザプロフィールごとに

検索結果を考慮した検索システムの構築を行う．	
 

	
 最後に本研究のヒアリング調査にご協力いた
だいた盛岡もの織り検定作問委員会，盛岡商工

会議所の関係者各位，実験にご協力していただ

いた創価大学，岩手県立大学の関係者各位に感

謝申し上げます．	
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